
◆
冬
枯
れ
の
木
々
も
芽
を
膨
ら
ま
せ
て
春
の
芽
吹

き
に
備
え
て
い
ま
す
。
今
年
は
雪
も
多
く
冷
え
込

み
も
き
つ
か
っ
た
の
で
春
が
と
て
も
待
ち
遠
し
い

で
す
。

「
そ
れ
ぞ
れ
の　

旅
立
ち
に
似
て　

百
合
の
向
き
」

ど
な
た
か
が
読
ま
れ
た
秀
作
の
よ
う
に
・
・
・

◆
二
月
四
日
（
金
）
雛
人
形
の
飾
り
付
け
を
入
居

者
の
方
々
と
一
緒
に
行

い
ま
し
た
。
玄
関
ホ
ー

ル
が
一
気
に
賑
や
か
で

華
や
か
に
な
り
、
幼
い

頃
の
嬉
し
い
気
持
ち
を

思
い
出
し
ま
す
。

◆
二
月
六
日
（
日
）
恒

例
の
映
写
会
で
す
。「
世
界
の
絶

景
№
５
ー
№
６
」
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

◆
二
月
十
三
日
（
日
）「
く
ち
び

る
に
歌
を
」
孤
独
な
ピ
ア
ニ
ス
ト

と
離
島
の
生
徒
が
奏
で
る
最
高
の

合
唱
は
涙
の
感
動
作
で
し
た
。

◆
二
月
十
四
日
（
月
）
バ
レ
ン
タ

イ
ン
デ
ー
で
は
、
愛
情
た
っ

ぷ
り
の
チ
ョ
コ
と
カ
ー
ド
が

食
卓
に
添
え
ら
れ
素
敵
な

チ
ョ
コ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
感

謝
し
ま
す
。

◆
二
月
二
十
五
日
（
火
）
社

会
福
祉
法
人
近
江
兄
弟
社
地

塩
会
理
事
会
は
感
染
拡
大
防

止
の
為
、
文
書
決
議
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

令
和
３
年
度
資
金
収
支
予
算
（
第
一
回
補

正
）
令
和
４
年
度
事
業
計
画
並
び
に
資
金

収
支
予
算
案
が
報
告
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◆
三
月
一
日
〜
七
日
、
春
の
火
災
予
防
運

動
で
す
。

【
お
う
ち
時
間　

家
族
で
点
検　

火
の
始
末
】

十
四
時
か
ら
夜
間
想
定
の
避
難
訓

練
を
行
い
ま
し
た
。

◆
三
月
三
日
（
木
）
雛
祭
り
で
す
。

細
や
か
で
す
が
、
ち
ら
し
寿
司
な

ど
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

◆
三
月
五
日
（
土
）
入
居
者
３
回

目
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
集
団

接
種
が
信
愛
館
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
記
念
病
院
の
前
田
副
院
長

や
看
護
師
・
事
務
方
に
感
謝
し
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
感
染
対
策

の
た
め
不
要
不
急
の
外
出
自
粛
な
ど
長

き
に
渡
り
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
様
々
な
制
限
か
ら
ス
ト
レ
ス
も

あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
が
、
信
愛
館
の

皆
様
方
は
明
る
く
笑
顔
で
穏
や
か
に
お

過
ご
し
く
だ
さ
り
感
謝
で
す
。
本
日
も

１
階
ホ
ー
ル
や
各
階
に
は
綺
麗
な
花
等
が
生
け
ら

れ
、
玄
関
の
外
に
も
入
居
者
の
皆
様
方
の
お
世
話

が
あ
り
綺
麗
な
花
達
が
色
を
付
け
て
い
ま
す
。
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